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社会課題の解決に向け、
我々は突き進む

旭化成株式会社 代表取締役社長
工藤 幸四郎

旭化成は、「世界の人びとの“いのち”と“くらし”に貢献する」というグループ理念のもと、常に
社会課題と向き合ってきました。1922年の創業以来、化学を基盤とするコア技術を発展させな
がら、住宅、エレクトロニクス、医薬・医療と事業を展開し、現在は「ヘルスケア」「住宅」「マテリ
アル」という３つの領域を手掛ける世界的にもユニークな企業として、持続的にイノベーティブな
製品・サービス・ビジネスモデルを創出することを目指しています。

時代や社会は変化し続け、カーボンニュートラルや健康長寿社会の実現など、課題はいまだ
山積しています。当社の事業やビジネスの在り方も変わりますが、創業から受け継がれてきた人
類貢献の想いは、決して変わることはありません。旭化成はこれからも、グローバルに広がる仲間
とともに、社会が待ち望むさらなるイノベーションの期待に応えるために、力強く突き進みます。
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私たち旭化成グループの使命。

それは、いつの時代でも世界の人びとが“いのち”を育み、

より豊かな“くらし”を実現できるよう、最善を尽くすこと。

創業以来変わらぬ人類貢献への想いを胸に、

次の時代へ大胆に応えていくためにー。

私たちは、昨日まで世界になかったものを創造し続けます。



３つの事業領域を通じ、“いのち”と“くらし”に貢献
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“素材・化学”の技術・知見を活かし、
地球と人びとのより良い暮らしに貢献する
サステナブルソリューションを提供

33%

40%

27%

22%

35%

43%
2025年度 売上高

30,745億円
2025年度 営業利益

2,312億円

※2026年3月末時点

商号 旭化成株式会社
創業 1922年5月25日
本社 東京都千代田区
従業員数 47,895名（連結）

※「その他」、「消去又は全社」を除く事業セグメントで比率を記載

高品質で耐久性に優れた住宅・ 建材や、
住まいに関するさまざまなサービスの提供を通じ、
安心で豊かなくらしを実現

“Improve and save patients’ lives” のミッションの下
アンメットニーズを満たす革新的な医薬や
医療機器の提供で、人びとの命に貢献

Healthcare

Homes

Material



食品包装用
ラップフィルム

食器用洗剤 浄水場の水ろ過膜
住宅、断熱材、外壁材

家電の樹脂
ソファの繊維、

生地
医薬品製造

除細動器/AED

スマホ用IC、
半導体材料

PCの樹脂
スーツ裏地の繊維

食品用添加剤

エンジニアリング樹脂、電流センサ

電流センサ

合成ゴム

内装材

バッテリーセパレータ

CNF防音材

オーディオIC

医療用医薬品

水現像フレキソ樹脂版

”いのち”と”くらし”を支える旭化成グループの製品

製剤用添加剤
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2025年度のエリア別の売上高

Chelmsford, 
Healthcare Headquarters

Novi, 
Asahi Kasei America

Tokyo, 
Global Headquarters

Düsseldorf, 
Asahi Kasei Europe

Shanghai, 
Asahi Kasei China

Mumbai, 
Asahi Kasei India

中国
2,540億円

8.3％
米州

7,179億円
23.3％

日本
13,800億円

44.9％

アジア
（中国除く）
2,945億円
9.6％

欧州
2,320億円

7.5％

その他の地域
1,962億円
6.4％

Bangkok, 
Asahi Kasei Asia Pacific

グローバルな事業展開

連結子会社数 285社（約40か国） 海外売上高比率 55.1%
6※連結子会社数は2026年3月末時点

※比率はグループ全体の売上高における構成比



●新規参入・M&A

2020年〜 環境課題解決、
健康長寿社会の実現

年代 社会のニーズ・時代背景

2000年〜

1980年〜

1960年〜

世界的な医療ニーズ
の増大

効率化、利便性の向
上（携帯電話、PC、
AV機器の普及）

住生活向上、
医療発展、
社会資本整備

1922年〜 農業や重化学工業の
発展

主な事業展開と売上高構成

気候変動やアンメットメディカルニーズなど
世界的な課題に解決に資する事業・技術を展開し、
持続可能な社会の実現を目指す

●水素製造システム（実証実験中）
●睡眠時無呼吸症診断・治療 ●CDMO（医薬品受託製造）
●海外住宅

30,745億円
※2025年度

M&Aによるグローバル化の加速、ヘルスケア事業の拡大
●電子コンパス ●救命救急医療機器 ●自動車内装材

12,694億円
※2000年度

LSIやリチウムイオン電池など情報機器のキーパーツを供給
●電子部品 ●リチウムイオン電池用セパレータ ●集合住宅
●断熱材 ●医薬品 ●ウイルス除去フィルター

8,001億円
※1980年度

石油化学、住宅、ヘルスケア、エレクトロニクス分野へ展開 ●消費財 ●石化事業 ●合成ゴム ●戸建住宅
●人工腎臓 ●建材

449億円
※1960年度

創業、日本初の合成アンモニアの製造 ●アンモニア ●化学繊維 ●化学肥料 ●合成繊維
●樹脂 ●食品5,600万円

※1940年度

ヘルスケアマテリアル 住宅 その他

事業を変革し、社会課題の解決に貢献
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創業 多角化の推進総合化学メーカーとしての成長

1922年
当社の創業
旭絹織株式会社 設立

1931年
当社の設立
延岡アンモニア絹絲株式会社 設立
アンモニア、硝酸等化成品を製造販売

1935年
食品事業へ進出
グルタミン酸ソーダを生産開始

1957年
合成樹脂事業へ進出
旭ダウ株式会社がポリスチレンを生産開始

1959年
合成繊維事業へ本格展開
アクリル繊維「カシミロン 」を本格生産開始

1960年
樹脂製品事業へ進出
「サランラップ® 」を生産開始

1967年
建材事業へ本格進出
軽量気泡コンクリート「ヘーベル 」を生産開始

1968年
石油化学事業へ本格進出
山陽石油化学株式会社 設立

1972年
住宅事業へ本格進出
戸建住宅「ヘーベルハウス 」の
本格販売を開始

1971年
エレクトロニクス事業へ進出
旭シュエーベル株式会社 設立

コア技術とともに未知の領域に挑み、多角的に事業を展開
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1978年
医薬事業へ本格参入
経口制ガン剤「サンフラール 」を販売開始

新たな挑戦グローバル化の進展多角化の推進

1974年
医療事業へ進出
人工腎臓を生産開始

1980年
ホール素子を生産開始

1982年
合成樹脂事業を強化
旭ダウ株式会社を合併

1983年
LSI事業へ本格展開
旭マイクロシステム株式会社 発足

2012年
クリティカルケア事業へ進出
ZOLL Medical社を買収

2017年
海外住宅事業へ進出
McDonald Jones社と資本提携
※2019年Synergos社 設立
※2021年NEX Building Group 立ち上げ

2020年
医薬事業を強化
Veloxis Pharmaceuticals社を買収

2024年
カナダにリチウムイオン電池用セパレータ工場を建設

グローバルスペシャリティファーマとしての基盤強化
Calliditas Therapeutics AB社を買収

創業
100周年

2022年

時代を先取りし、グローバル経営を加速
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2022年
CDMO事業に進出
Bionova Scientific社を買収



10

アンメットメディカルニーズに応える

- Topics - 

2026年
ドイツ医薬品開発企業

Aicuris社 を買収 重症感染症に対する開発パイプラインを拡充
移植・免疫領域における感染合併症への

対応力を強化

自己免疫疾患 腎臓疾患 移植領域

医薬事業の重点領域

重症感染症

ー共通するサイエンスは免疫学 ー
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2025年
豪州新設子会社 AKHAR Pty社による

分譲地開発

- Topics - 

安定的な住宅供給の実現

豪州分譲地開発事業ブランド
「Nex Property」の第一弾となる、
分譲地開発プロジェクトが始動
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2025年
感光性絶縁材料（感光性ポリイミド）製品

「パイメル 」の生産能力増強

- Topics - 

AI普及による先端半導体の需要拡大に伴い、
半導体材料の供給の能力を増強。

より快適で便利な暮らしの実現に貢献

2028年度上期商業運転開始予定



医薬事業
事業会社 旭化成セラピューティクス / ベロキシス

医療用医薬品など取扱製品

ライフサイエンス事業
事業会社 旭化成ライフサイエンス

製薬プロセス分野など取扱製品

クリティカルケア事業
事業会社 ゾール・メディカル

除細動器、人工呼吸器、在宅用睡眠時無呼吸症診断など取扱製品

ヘルスケア領域
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住宅領域

建材事業
事業会社 旭化成建材

取扱製品

住宅事業
事業会社 旭化成ホームズ

戸建住宅・集合住宅、マンション開発・宅地開発など取扱製品
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軽量気泡コンクリート（ALC）、フェノールフォーム断熱材
杭基礎、構造資材など



事業会社 旭化成 事業会社 旭化成 

事業会社 旭化成 

カーインテリア事業

コンフォートライフ事業 ケミカル事業（パフォーマンスケミカル・エッセンシャルケミカル）

エナジー＆インフラ事業

中空糸膜、交換膜、リチウムイオン電池用セパレータなど取扱製品 人工皮革など 取扱製品

キッチン・ハウスホールド用品、感光材、繊維
添加剤、化薬など取扱製品 取扱製品 基礎化学品、モノマー、ポリマー、合成ゴム、エラストマー

高機能ポリマー、発泡樹脂など

事業会社 旭化成 / 旭化成エレクトロニクス

エレクトロニクス事業

取扱製品 電子材料、電子部品など

事業会社 旭化成 

マテリアル領域
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DX／知財のフル活用

無形資産の価値最大化
特許

モノ売りからコト売りまで、コア技術を活かした新事業創出へ

コア技術
電気化学

バイオ

ポリマー

解析・CS
化合物半導体

膜・セパレーション
繊維

化学プロセス

無機合成

触媒

提供 モノ ライセンス ソフトウェア プラットフォーム etc.

イノベーション

オープンイノベーション

共創による開発／社会実装の加速
スタートアップ JV CVCアカデミア

DX 知財

ノウハウ人財データ ネットワーク

サービス
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グリーントランスフォーメーション（GX）

当社のGHG削減

2013年 2030年 2035年 2050年

既存：自家発電低炭素化、購入電気非化石化、プロセス改善・革新 など
新規：電気/蒸気 グリーン化（アルカリ水電解、CO2分離・回収） など

GHG排出量
（万t-CO2e）

▲40%以上(※)

新たな技術
中心で削減

社会のGHG削減
主な環境貢献製品

リチウムイオン電池セパレータ イオン交換膜食塩電解プロセスろ過膜 マイクローザTM

断熱材 ネオマフォームTM 印刷版 感光性樹脂 AWPTM戸建住宅 ヘーベルハウスTM

CO2を原料としたポリカーボネートの製造プロセス 人工皮革 Dinamica®

2050年のカーボンニュートラルを目指しGHGを削減
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既存技術
中心で削減

▲30%以上(※)

100

200

300

400

500

600

(※)2013年度比

（年度）

カーボン
ニュートラル

0

スマートフォン用カメラモジュールIC
※写真はレンズ制御ICが内蔵されたスマートフォンカメラモジュール



18五輪出場選手との柔道教室＠ドイツ

高校生の事業所見学受け入れ＠米国

学校給食の寄付＠インド

植林活動と森づくり＠日本

「次世代育成」、「環境との共生」、「文化・芸術・スポーツ振興」を主なテーマに、
世界中でさまざまな社会貢献活動を実施



旭化成株式会社
本社 〒100-0006 東京都千代田区有楽町一丁目1番2号

日比谷三井タワー

発行 2026年6月
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